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学校システムはどれほど機能するか？～子どもた
ちに確かな知識とスキルの土台を与え、社会で生

きる力を育てることを目指して～

経済協力開発機構（OECD）

CRETシンポジウム・東京大学小柴ホール
2007年3月21日

アンドレアス・シュライヒャー
OECD教育局指標分析課長
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333333 暗がりのなかでは、どの学校も教育システムも同じように見えるé

だが、少し光を当てるとé.
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だが、少し光を当てるとé.
é重要な違いが明らかになってくるé.



555555 本日の講演の概要

1.1.1. 明日の世界のための学習
¸ 世界はどう変わってきたか

¸ PISA――知識社会に対する若者の準備の度合いを評
価するための新しい枠組み

2.2.2. 今どうなっているのか
¸ PISA 2003年調査結果が教育システムの成果につい
て示すもの、および2000年調査結果からみた変化

3.3.3. どこまで達成できるか
¸ 優れた国の成果から学ぶ

4.4.4. どうしたら達成できるか
¸ 国際比較調査結果に基づく政策・施策
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明日の世界のための学習

世界はどう変わってきたのか

éこの変化は知識・技能の発展と
どのような関わりがあるか
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1960's 1970's 1980's 1990's

基準資格の成長

変化する世界
ISCED 3(高等教育)の資格を持つ55-64、 45-55、 45-44、25-34歳の人口の割合 (％) による
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888888 韓国を見てみると

1960s 21世紀の始め

富
各南アメリカ国より下位

アフガニスタンと同位
OECDで２０位

教育への支出
OECDで１位 （国内総生産の割合(%))

教育到達度
中等、高等卒業 ð OECDで２４位
大学卒業 ðOECD２０位

中等、高等卒業ðOECDで１位
大学卒業ð OECD３位

教育の質
読解力で２位、数学で２位
科学で４位 (OECDにて)

教育の公平さ
OECDで２位
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1940-49 1950-59 1960-69 1970-79

大学レベルの資格の成長
以下が示期間で生まれISCED 5A/6の資格を持つ55-64、 45-55、 45-44、25-34歳の人口の割合 (％) 

(2004年)
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+2.9
+3.5
+3.7

r 大学レベルの資格保持者が増えても、その資格の価
値は労働市場でインフレにはなっていない
・ ある３カ国を除くデータが存在する全２０カ国で、所得利益は１

９９７年から２００３年にかけ増加している。ドイツ、イタリア、ハン
ガリーでは２０％～４０％の増加

・ 教育到達度が向上している国々で利益の増加が見られる



101010101010 移り変わるターゲット
将来の高等教育卒業生の数・供給
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将来の高等教育卒業生の数・供給
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将来の大学卒業生の数・供給
r 大学レベルの資格保持者が増えても、その資格の価
値は労働市場でインフレにはなっていない
・ ある３カ国を除くデータが存在する全２０カ国で、所得利益は１

９９７年から２００３年にかけ増加している。ドイツ、イタリア、ハン
ガリーでは２０％～４０％の増加

・ 教育到達度が向上している国々で利益の増加が見られる



121212121212 なぜ重要か?
r 発展

¸ スキル不足・障壁と経済成長、生産性の成長、技
術革新の関係に関連する
ð 一年教育期間が増えると約３～６％のＧＤＰ増加をもたらす
ð 大学レベルの資格保持者が増えても、その資格の価値は労働市場でイン
フレにはなっていない（ある３カ国を除くデータが存在する全２０カ国で、所
得利益は１９９７年から２００３年にかけ増加している。ドイツ、イタリア、ハ
ンガリーでは２０％～４０％の増加）

r 公平さ
¸ 経済的格差社会におけるスキルの役割について
ð スキルの平均化と配分は長期経済成長に重要である（低スキルの
高い割合は成長を低迷させる）

r お金の価値

¸ 公共財の需要、効率性と有効性、と投資との関わ
り
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明日の世界のための学習

PISA ð知識社会に対する若者の準備の度合いを
評価するための新しい枠組み



141414141414 外注化、デジタル化、自動化の進行の中で
誰が“安全か”？

r 偉大な統合者

¸ 従来我々は問題を管理できるよう細分化したが、
現在は色々な要素を統一し価値ある物を作成して
いる

r 偉大な説明家

¸ 情報の発見・アクセスの向上のためには、情報の
フィルターと説明がより重要である

r 偉大な組織家

¸ グローバル世界がより複雑化することにより、個人
や企業は多様な協業と管理方法を必要とする



151515151515 外注化、デジタル化、自動化の進行で
誰が“安全か”？

r 偉大な多才者
¸ 専門職は一般的に深く狭い視野そして関係者には認識で
きる専門的知識を持つが専門外の分野ではそうではない

¸ 一般職は広い視野を持つがスキルは浅い
¸ 多才者は深いスキルを進展・拡大する状況や経験に適用
でき、新たなコンピテンシーを獲得し、新たな関係を築き、
新たな任務をも果たせる

¸ 多才者は常に適用できるだけではなく、常に学び成長もで
きる

r 偉大な人格者
¸ 産業とインターネット時代に退化したインターパーソナルス
キルの復活

r 偉大なローカライザー
¸ 地球規模を地域化する




